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地域啓発プログラム「阿蘇ジオパークを語ろう」
Enlightenment program, Talk to us about Aso Geopark
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阿蘇ジオパーク地域においては、これまでにも一般の方を対象に、ジオパークに対する理解増進を目的とした普及啓
発活動は継続的に実施してきた。
平成 24年 1月以降、同エリア内の 8市町村の各種団体を中心に、あらたな形での普及啓発プログラムを実施中である。

今回はその内容について紹介する。
○目　的
�阿蘇ジオパーク内の居住者に対するジオパークの認知度向上及び、参加者の「語れる」能力の向上はもちろん、以

後は参加者が日常的にジオパークに関する情報発信者となってもらいたい。　
�ジオパーク活動に対する熱い思いを共有する場としたい。
�各地域の身近なジオサイトを知り、ジオパークを身近に感じてもらうと同時に、当該地域における住民がよく知る

情報を収集し、ジオサイト研究の一助ともしたい。
�今回の参加者を観光協会、商工会、女将の会、観光事業者、地区自治会などに絞り込んでいるが、それは参加者自

らがジオパークを活用した地域活性化を考えるきっかけづくりとしてもらいたいというねらいからである。
○内　容
�事務局より説明（10分）
世界ジオパーク認定に向けた経緯と取組み
�質問用紙記入（5分）
地域のジオサイトについて知っていること、知りたいこと
�講師によるジオパーク説明（講師：50分）
　　阿蘇ジオパークの概略、当該地域のジオサイトの説明。
�質問内容の一部紹介と質疑応答（15分）
　　書いていただいた内容の紹介と講師による説明。
�アンケート記入（10分）
　　プログラムの内容について、ジオパークに関する質問など。
○講　師
阿蘇 GP学術顧問３名による巡回
○実施時期および参加者
� H23年 12月～H24年 2月

○今後の課題
参加者の中には大きな興味を持って、講師にいろいろな質問やジオサイトに関する提案などをしてくれる人がある一

方で、あまり反応がない人もあるなど、地域や人によって温度差があることが大きな課題である。今後は、少しでも多
くの人々に広く一定の興味関心を持ってもらえるようにしていきたい。
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